



















キー ワー ド:産業廃 棄物、住民運動、環境的公正、問題構 築
1.は じめに ・
～ 「環境 正義(公正)」運動と構築主義との出会い
環 境 的 公 正 と か 環 境 正 義 と 訳 さ れ る
「environmentaljustice」とい う概念 に初 めて触
れたの は、ア メ リカの環境社会 学の父 ともいわれ
る、R.ダンラ ップ氏 らの著書、『現代ア メ リカの環
境主 義』(ダンラ ップ とマ ーテ ィグ、1992=1993)

























































層や有色人種もそこに居住する。 しか しこれ らの
人々に集 中する公害問題の深刻 さは、伝統的な環
境運動の担い手である中流の白人層にはなかなか



























































































































































































































































































































































































































































分)を撤去す るよ う要求す る法的根拠ができたの
で、業者に対 しその旨通告 した。 しか しながら、







「埋め立て」とい うよ りは、「積み上げ」とい うほう
が正確な巨大な産業廃棄物の山塊は、刺激的な悪
臭 とじくじくとした黒い汚水 を漏出させ続け、一






































































































































間を活用 して、 「対策協」は、署名活動 と裁判闘争




























これ らを受 けて、 「対 策協」は、再び代表 のS氏
を擁 立 して翌2003年2月の村長選挙 に臨んだ。今
回は 、S氏が1,881票、0氏の後継候補 が1,754票と、'
逆 に僅差 で反対派 が勝利 を収 めた。一方 、県側 も、
これ まで処分場建設 を一貫 して推進 しよ うとした
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れを他の多数派の地域に押 し切 られて しまうかも
しれないという危機感があった と思われる。この
秋、2005年9,月に、今は北杜市議会議員の肩書き






































る」とい う結論に後退 して しまっているのである。


































場の場合、底部に遮水 シー トを張 り汚染水が地下
























































高揚 し、廃棄物の処理 ・処分コス トが高騰 してき
たので、内部でリサイクル して処分場には出さな



























































(3)デ ー タ は 、 「守 る 会 」の ホ ー ム ペ 」 ジ
(http:〃wwwstm.nejp1～1漉water1)による。後 には、
2.1pg-TEQllのダイ オ キシ ンや環境 ホル モ ン物質
であ るビス フェノールAな ども検 出 された。
(4)筆者 は、同町の産廃処分場対策委員会 の専 門
委 員 を委嘱 された2002年2月に、処分場 の下流住
民150世帯 を対象に意識調査 を実施 し、140世帯 か
ら回答を得た。本来 自然 に恵 まれた地域であ るか
ら、 生活環 境 の よい点 と して、 「森林 が豊 か」が
81.4%、「空気 がきれ い」が71.4%とい う回答は 当然
だ として も、 「水 がきれ い」が32.1%しかな く、逆
に 「生活環境の悪い点」で、「水質 汚染」をあげ る人
が50.0%あったの は、 この 自社 処分場 の不法投棄
問題 な しには考え られ ない。「処分場の存在に不安
を感 じるか」の問い には、69.3%が「かな り感 じる」
と、25.7%が「多少 は感 じる」 と回答 している。
また、埋 め立て られた廃棄物 は県内の ものか、県
外 か ら来 た も の だ と思 うか を 聞 い た と こ ろ、
56.4%が「県外(が多 い)」と答えてお り、「県内(が
多 い)」は13.5%に過 ぎなか った。
この結果に見 られ るよ うに、下流住民の多数が
「環境 リス ク感」ない し「環境 不安 」を抱 えてお り、
またそれ が、 自分た ちの生活領域 か ら排 出 された
ものではな く、他 地域 に由来す る廃棄物 が流入 し
て きたた めだ と考 えて いるこ とがわかる。 関 口鉄
夫(1996)がい う、「ごみは 田舎へ」の環境的不公正
が認識 され ている といえる。
(5)実 際に対 策委員 会 で県 の説 明を聞 いて い る
と、無策 を通 り越 して業者の弁護 を しているよ う
な説 明にただただ驚 くことが多かった。た とえば、
明 らかに面積 を超過 してい ることの説 明では、底
面 か ら台形 に積 み上げ られ ている産廃 の山は、中
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   Social Construction and the Environmental Justice framing among 
     Residents' Activism against An Industrial Waste Landfill Site 
                          Ryoichi TERADA 
                           ABSTRACT 
In the 1990s, prefectural governments i  Japan started toconstruct industrial waste landfill sites, 
due to the shortage of sites enough toaccept waste from construction boom of so-called "bubbly 
economy". Taking the example of the residents' actions against a large-scale landfill site 
construction project run by Yamanashi Prefectural Government, Japan, in a small village named 
Akeno, the causes and the effects are analyzed in terms of social constructionist approach and its 
environmental justice framing. The residents typically criticize the toxic waste landfill site on the 
bases of intergenerational equity or justice, mphasizing that toxics from waste contaminate th
water resources onwhich their descendants will depend. The claim to suspend the construction has
been successfully made when they use the intergenerational justice rhetoric. They are less likely to 
address the environmental justice cause in terms of disproportional environmental burdens are 
allocated ontheir community, despite hat hey are aware that heir community has been targeted 
as landfill sites. They also address the cause of procedural transparency or rationality, asthe 
Prefectural Government gave impression t  the residents to have made decision  rather arbitrary 
bases. Inaddition, the fact hat he small village was merged into a larger municipality, Hokuto City, 
in 2004, invalidated their basic self-governing a thority. This made their resistance even more 
difficult. 
Key Words: industrial waste, residents' activism, environmental justice, social constructionism
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